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1 .はじめに

本稿は2002年9月に青森県西津軽郡深浦町で、行った幼児の特殊拍(1 )の意識と表記習得

との関係を調べた調査(嵐 2003)から、 5才から 6才までの幼児 5名の録音資料を分析し、

特殊拍の発音傾向と意識の分析を試みたものである。

深浦方言は、シラビーム方言のーっと言われ、語を区切る時にモーラにまで割れないとさ

れてきた。このような方言話者は、例えば「ホンヤ」も「マッチ」も 2単位と数えるなど、

特殊拍の独立性が弱く、かな文字との対応も薄い。しかしながら、共通語化が進む現在のシ

ラピ}ム方言地域にいる幼児が、どのように特殊拍を意識し、発音しているのか調査したも

のは.あまり見当たらない。共通語の影響で特殊拍が以前よりも独立している可能性も高い。

特殊拍の表記は、第二言語としての日本語習得において困難な場合が多い。それに対し、

東京を始めとしたモーラ方言話者が持つとされる「拍感覚」の不足が原因だと述べているも

のがあるものの(水谷1994;山本・萩野・浅井・吉田1996等)、そのモーラ方言話者がいつ、ど

のように「拍感覚」を身につけるのかはまだ明らかではない。本稿では、シラビーム方言地

域における特殊拍の発音と意識の変化を調べることで、幼児がどのように「拍感覚」を身に

つけ-ていくのか、その過程を知る一つの手掛かりとし、第二言としての日本語教育へ応用す

るための基礎的な研究としたい。
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E包調査

し調査地点とインフォーマント

調査地点の青森県西津軽郡深浦町は青森県西南部に

位置し、日本海に面した小さな漁港である。調査は、

深浦町にある私立保育園で行った。前述の、幼児の特

殊拍の意識と表記習得との関係を調べた調査(嵐 2003)

では、 12名の幼児を対象としたが、本稿では、その中

から、 5名の幼児を分析対象とした。 5名の幼児とは

以下の通りである。
土岐 (1977)

¥ 性別 月齢

JS3 男 6;5 

JS10 男 6;2 

JS5 女 5;8 

JS4 男 5;7 

JS12 男 5 

禽鯵ケ沢町=西津軽郡鯵ケ沢町

帥鵠田町宮北津軽郡鶴田町

父

深浦町

深浦阿

深浦町

深浦町

深浦町

2 .調査方法及び調査語重量

表1 インフォーマント概要

家族構成と出身地

母 祖父 祖母 兄弟の有無

深浦町 深浦町 深浦町 主張

鯵ヶ沢町* 深浦町 深j甫田I 金正

鶴田町村 深浦町 深浦町 兄(10)・姉(7) 

深浦町 深浦町 深浦町 鉦

深浦町 深浦町 深浦町 姉(19)・兄(16)・兄(14)

嵐 (2003)では、幼児の特殊拍の意識を調べるために、スタンプ法(大竹2000) という方

法を用いた。スタンブ法とは、四角い桝目をプリントした紙を用意し、幼児に絵又はCDで語

葉を与え、その語がいくつからできているか、音の塊を考えさせ、その語を言いながら、塊

の数だけ桝目内にスタンプを押印させる調査方法である。調査は、保育園の一室を借りて行

い、 DATにより録音した。本稿ではその調査のうち、幼児が絵を見て、その絵が何の絵か答

え、更にその答えを言いながらスタンプを押して分節している際の録音資料を分析したq 又、

調査中に得られた談話資料も参考にした。

調査語葉は、促音、長音、援音を含む語、各

3語、及び、特殊拍を含まない語(ダミー)、

2語、の計11語である。特殊拍を含む語は、全

て3拍 2音節のものである。
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表 2 調査語重量

cv 援音

マド コハン

クツシタ ダンゴ

ホンヤ

長音 f足音
トケイ ティッシュ

チーズ ラッ J¥

スモウ マッチ
一一



3.分析方法
発音に関しては、弘前市における特殊拍の発音傾向を調査した渡遺 (1994)を参考に、筆

者(神奈川県横浜市出生)により、特殊拍がシラビーム方言として顕著に短く発音されてい

る場合 (S) と、ほぼモーラ方言におけるのと同様に発音されている場合 (M)、顕著に短く

はないが、モーラ方言よりは短い場合(ム)の 3種類に分けて分類を行った。渡遺も述べて

いるとおり、このような分類は主観的な判断の息を出ないとも考えられるが、モーラ方言で

ある筆者の印象は実感に則しているとも言える。

また、全ての語葉に関して、アクセントの分析を行った。分節に関しては、スタンプ法の

結果により判断した。

4.結果
( 1 )発音傾向

表3に、特殊拍の発音傾向と分節数を示した。全体的にシラビーム方言として顕著に短く

発音された例は少ないが、 JS10においては、「マッチJIトケイ」が顕著に短く発音されてい
た。又、 JS12は、シラビーム方言ほど短くはないが、モーラ方言よりは短い発音があった。

一方、 JS3やJS4はほぼモーラ方言と同様の長さで発音されており、発音にはかなり個人差が

あると言える。

表3 特殊拍の発音と分節傾向

~"- 調査語葉 JS3 JS10 JS5 

ティッシュ M(2) M(2) M(2) 

促音 ラッノt M(2) M(2) Mα) 

マッチ M(2) S(2) Mα) 

トケイ M(3) S(2) M(3) 

長音 チーズ M(3) M(2) M(3) 

スモウ M(3)* ム。)* ム(2)

ゴハン M(3) M(2) M(3) 

援音 ダンゴ M(3) M(2) M(3) 

ホンヤ M(3) *付 ムα)付* M(2) 

(注)1¥11=モーラ方言と同様の長さで発音された場合。

~s=シラビーム方言として顕著に短く発音された場合。
ム=顕著に短くはないが、モーラ方言よりは短く発音された場合。

(3) =スタンプ法で、 3つに分節されたという意味。

JS4 JS12 

M(2) M(2) 

M(2) ムα)

M(2) ムα)

M(3) ムα)

M(2) M(2) 

M(2)女 ム(2)付

M(3) M(2) 

M(3) M(2) 

M(3)女*安 ム(2)

:米印はそれぞれ、幼児が*=iオスモウJ、帥=iオスモウサン」、*帥=iホンヤサン」と答えたことを意味。
ただし、分節数はそれぞれ「スモウ」、「ホンヤ」の部分を示す。

( 2 )分節の結果と発音

同じく表3の結果を見ると、シラビーム方言 (S) として顕著に短く、或いはやや短く発音

している(ム)にも関わらず、特殊拍を 1拍と数えている例は見られない。一方、発音とし

てはモーラ方言とほぼ同様の長さで発音されているが、特殊拍を 1拍としていない例は多く

見られた。両者の場合とも、方言が要因なのか、それとも言語発達上の問題なのか、今回の
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調査だけでは断定できないが、シラビーム方言的な要素が残っている幼児の方が、特殊拍を

1拍と分節していない傾向は見られた。

( 3 )アクセントの傾向

表4にアクセントの傾向をまとめた。基本的に、昇り格で、特殊拍を含めた 1音節が高い

結果になった。ただし、「ティッシュJ1チーズ」は、全員、「高高低」で発音されていた。又、
「マッチJに関しては、 f低低高J(又は「低高J) と「高高低Jの両方が見られた。又、「ラッ

パJ1トケイJI(オ)スモウJ1ホンヤJにおいては、低く平らな形 (1低低低J)が見られた。

表4 特殊拍のアクセントの傾向 。z高 0=低
~ 調査語葉 JS3 JS10 JS5 JS4 JS12 

ティッシュ 命轡O 建設建議。 電器犠O 建設遺言。 感建設O

促音 ラッノf 00愈 000 00⑫ 008 重量 (~)O

マッチ 電撃建設。 O~設 00重量 選議選議。 。(0)窃

トケイ 。建設⑮ 。。 。。。 O~建設 。⑬(⑮)

長音 チーズ 題語審O 建議選挙O 空襲重量。 @愈O 命建設O

スモウ 00選挙建設 OO<<T(曾) 0選議(窃) 0000 OO@議(選挙)00

ゴハン 。選挙獲量 O~義援設 議議00 。⑫傘 0義勢@

援音 ダンゴ 00轡 008 00建設 00φ OO@ 

ホンヤ 000命運勢 。(0)0曾@ 000 OOO~轡 0(0)0 
」一一一 」一一一一一

(注)丸の数は、発音f頃向の結果に基づき、 (S)と判断したものは 2つ、 (M)と判断したものは3つ、(ム)と判断したも
のは( )に入れて示している。丸が三つ以上あるものは、「ホンヤサンJのように、何か言葉が付け加えられて発
音された場合で、詳しくは、表3の注を参照。

5圏分析

( 1 )発音傾向

前述の通り、促音、長音、援音全てにおいて、顕著に短く発音する例はほとんど見られな

かった。土岐 (1977)では、深浦で言語形成期を過ごした筆者及びその家族に対し、なぞな

ぞ式質問によって得られた音声資料(録音テープ)及び筆者の内省を中心に、 4世代の音節

意識について報告している o 4世代とは、 A(明治26年生)、 B (明治42年生)、 C1(昭和10年

生)、 D (昭和33年生)であるが、調査の結果、 D世代から、促音、長音、援音とも明瞭に現

れていることを報告している。今回、調査対象とした幼児の親は、ちょう土岐 (1977)のD世

代にあたる。このような親のもとに育ち、テレビなどから共通語の影響を多く受けている幼

児が、特殊狛を 118の長さで発音している傾向は、驚くべきことではない。

一方で、シラビーム的要素を残している幼児もいたG 例えば、 ]S10は、「マッチJを

[ matti ]、「トケイjを[toge ]と、かなり短く発音していた。後者の「トケイjではカ行音が

濁音化(2 )している。 JS12においては、 JS10ほど短くないものの、モーラ方言と比べると

短く感じるものがあった。「ホンヤJは、分節の際も[ho.ja ]となり、接音が独立して存在し
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ていないことを示している。このような個人差がどのようにできるのかは明らかではないが、

顕著に短い発音をしたJS10の場合、調査後に行ったインフォーマントの両親へのアンケート

によると、調査した 5名の両親のうち、 JS10の親だけが絵本を普段話している方言で読んで

聞かせると回答した(3 )。このように、親が普段子供と接する時にどのような言葉を使って

いるかは、幼児の発音にも影響を与えると思われ、幼児の言語環境を更に調査する必要がある。

又、語棄によって、シラビーム的な発音が残る場合も考えられる。例えば、 JS5の自然談話

において、「オネエチャン」は[onettiaN ]と発音され、長音が明瞭ではなかった。このよう

に、普段よく家庭で使われているものには、以前より使われているシラビーム方言的な発音

が残る可能性がある。先述の土岐 (1977) も、長音が明瞭に現れているD世代であっても、

「お父ちゃん」、「お母ちゃん」のような日常的な語棄では、 [ ototIao ] [ okatJao ]のように、長
音の現れ方が明瞭で、はないと述べている。

今回は調査に用いられた語葉を中心に記述したが、 5---6才の幼児であれば、話す相手や

場面によってコードスイッチングをしている可能性も考えられる(友定2002)。今後は調査場

面だけでなく、幼児同士の会話や、家庭での会話も記述する必要がある。

( 2 )発音傾向と分節

促音に関しては、発音が短いかどうかに関係なく、全員 1拍と数えていなかった。促音は、

シラビーム方言話者に限らず、モーラ方言話者でも、援音や長音に比べると、 1拍と数える

ようになるのは遅く(Arashi2002a， b，嵐2003)、これが方言的要因かどうかは今回の調査だけ

で、は分からない。

長音と援音に関しては、前述の通り、シラビーム方言として顕著に短く (S)、或いはやや
短く発音している(ム)のにも関わらず、 1拍と数えている例は見られなかった。一方、発

音としてはモーラ方言と同様の長さで発音しているが、特殊拍を 1拍と分節していない例は

多く見られた。この結果に関して、方言が要因なのか、それとも言語発達上の問題なのかは、

今回の調査だけでは断定できないが、 JS10やJS12のように、シラビーム方言的な要素が残っ

ている幼児の方が、特殊拍を 1拍と分節しない傾向は見られた。特にJS10は月齢が高いわり

に、特殊拍を 1拍と分節しておらず、方言の影響を受けている可能性が高い。一方、シラビ

ーム方言的な要素があまり見られなかったが、特殊拍を1拍と数えていない幼児に関しては、

今後、 1拍と分節するようになるのではないだろうか。この点に関しては、縦断的な調査を

行い、分析中である。また、改めて報告したい。

( 3 ) アクセントの傾向

深浦アクセントの特徴は、青森や弘前と異なり、低く平らな形を備えていること、又、起

伏式アクセントでは、語中のー音節だけが高いことである(土岐1977、1999)。しかし、特殊

拍の中途にはアクセントの変わり目が来ることがないので、このようなアクセントの側面か

らも特殊拍が音節として独立していないことが述べられている(土岐1977)。又、起伏式の場
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合、東京アクセントのように、どこから下がるかではなく、どこから高くなるかが重要な

「昇り核jに分類される(上野1977)。

今回の調査でも、特殊拍の中途にアクセントの変わり目が来ることはなかった。例えば、

「ホンヤサン」も 1000題審議議」であり、「サンJの部分がまとまって高くなっている(JS3、
JS10、JS4)。又、「ダンゴjは5人全てが 100曾Jであり、「ゴJの部分だけが高い。アクセ
ントの側面においては、未だに特殊拍の独立性が低いことが言える。

又、「チーズJ1ティッシュJは全員「轡轡OJで発音されていたG これらの語は比較的最
近入ってきた語であると思われる。又「マッチJに関しては、 rOoeJと「重量曾OJの2種
類の発音が見られた。この「マッチjに関し、絵を見てもなかなか分からない幼児(J旬、 4)

は「悪夢轡OJ、絵を見てすぐに分かった幼児(JS5、JS10)は roo.Jと発音していた。ア
クセントにおいても、その語の使用頻度や馴染み度などが、影響を与えると思われる。

直留まとめと今後の課題

本稿では、シラビーム方言地域とされる青森県深浦方言地域に住む 5才から 6才までの幼

児 5名の録音資料を分析し、特殊拍の発音傾向と意識の分析を試みた。その結果、促音、長

音、援音全てにおいて、特殊拍が顕著に短く発音される例は少なかった。しかしながら、シ

ラピーム方言的な要素を残し、特殊拍を短く発音している幼児も見られ、深浦地域の幼児の

シラビーム性にはかなり個人差があると思われる。又、アクセントの側面から分析すると、

特殊拾の中途にアクセントの変わり目が来ることはなく、未だに特殊拍の独立牲が低いこと

が分かった。

特殊拍の分節結果と発音を比べてみると、長音と楼音において、発音としてはモーラ方言

と同様の長さで発音されているが、特殊拍を 1拍と分節していない例は多く見られた。一方、

シラビーム方言として顕著に短く、或いはやや短く発音しているのにも関わらず、 1拍と分

節している例は見られなかった。このことから、特殊拍を 1拍の長さに発音することと、 1 

拍と分節することとは、必ずしも一致するとは言えないが、何らかの関係があることを示唆

している。また、特殊拍を 1拍と分節する幼児が見られることは、この地域における特殊拍

の意識が以前に比べて明瞭に存在することが考えられる c このように、音韻体系の変化と特

殊拍の意識の変化が関係していることは興味深い。

今回は、調査語集もインフォーマントの数も少なく、断言できることはまだ少なし~分析

方法も、主観的な判断によるもので、確実なものとは言えない。シラビーム方言的と判断し

たもののなかにも、幼児の言語発達上の発音も含まれている可能性もある。また、前述のと

おり、幼児でも場面や話し相手によって、コードスイッチングしている可能性があり、今回

のような 1対 1の調査場面だけではなく、幼児同士の会話や、家庭での会話なども調査する

必要がある。以上のような問題点があるものの、幼児がどのように「拍感覚Jを身につける
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のか追求した研究はまだ乏しく、幼児の特殊拍の発音傾向と意識を調べた本研究は、意義の

あるものだと思われる。今後は更に研究方法を改善し、幼児がどのように「拍感覚」を身に

つけるのか、明らかにしていきたい。

注

( 1 )何を特殊拍とするかは議論が分かれており、長音・促音・援音以外にも二重母音や母音

が無声化した「かすれる拍Jなども特殊拍の一種とする説もある(松崎1996)。本研究では、
とりあえず代表的なものとして長音・促音・援音を特殊拍として扱う。

( 2 )濁音化とは、「カ行J、「タ行j子音が[k][dz][d]となって現れる現象で、東北全般に見られ
る。 JS10は、その他にも、 [nego](猫)、 [kogo](ここ)など、はっきりとした濁音化が

多く見られた。

( 3 )調査後に行った両親へのアンケートの内容と結果は以下の通りである。

~ .............. 、 1 2 3 4 5 
JS3 2 1 3 1 3 

JS10 2 3 3 1-2 3 

JS5 1 3 2 1 2 

JS4 1 3-4 2 2 

JS12 1 2-3 1 1 1 

<アンケ}トの内容>

1 よくテレビを見ますか?

①毎日必ず見ている。

②毎日ではないが、好きな番組をよく見ている。

③たまに見る程度。

④全然見なし、。

2. 1日に平均、何時間位テレビを見ますか? ( 

3.本やマンガをどれ位見ますか?

①毎日見ている。

②毎日でないが、よく見ている。

③買ってあげた時だけ見る程度。

④全然見ない。

6 7 8 

1 2 2 

2 3 3 

3 2 1 

1 2 1 

1 3 1 

)時間位

9 10 

2 1-3 

3 3 

1 3 

1 3 

1 1，3 

4.お子様のために、一ヶ月、平均何冊位、絵本(雑誌や漫画も含む)を買っていますか?

5. どれ位、絵本を読み聞かせていますか?

①毎日読んであげる。

②毎日ではないが、よく読んであげる。

③たまに読んであげる程度。

④全然読まない。

( )冊位
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6 .読み開かせる時は、標準語を使いますか?それとも、普段話している言葉を使います

か?

①標準語

②普段の言葉

③両方

7.ご家庭で積極的に文字を教えていますか?

①積極的に教えている。

②時々、教えている。

③あまり教えていない。

④全く教えていない。

8. 日ごろから文字に興味を示していますか?

(他の人の真似をして書いてみる、手紙を書くなど)

①とても興味を示している。

②少し興味を示している。

③あまり興味を示していなし'0

④全く興味を示していない。

9.おじいさんやおばあさんとよく話をしたり、遊んだりしますか?

①ょくする

②時々する

③あまりしない

④全くしない

10.普段、外で遊ぶことが多いですか?家の中で遊ぶことが多いですか?

①外で遊ぶ

②家で遊ぶ(主にテレビゲームなどのゲーム)

③家で遊ぶ(テレビゲーム以外)
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